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  令和２年３月定例会

一般会計予算 244 億 9,600 万円を可決

当初予算

産地パワーアップ事業　　事業費　 6,000 万円

 令和 2 年度の新規事業

　経由で音声認識データに変換、編集することにより会議録を

作成する会議録作成支援システムの導入、ソフトウェアの活用

により定型業務を自動化する RPA の導入、紙文書をスキャナー

で読み込み、書かれている文字を認識してデジタル化する AI-

OCR の導入など、 先進技術を積極的に導入することにより、業

務時間の削減による人件費コストの削減や、働き方改革・行財

政改革を進めていく。

先進技術導入事業　　事業費 　707 万円

新

新

　農作物の効率的・高収益な生産出荷体制を実現するため、

生産者が高収益な作物の生産・栽培体制への転換を図る際に、

県補助金を活用し必要な生産資材の導入・施設整備に対する

補助を行う。

　農業用ハウス等の生産基盤を次世代に円滑に引き継ぐため

の再整備・改修や新規就農者等への継承を支援していく。
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会 計 別 令和 2年度 令和元年度 増減率

一 般 会 計 244 億 9,600 231 億 6,500 5.7

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 51 億 6,171 53 億 0,076 △ 2.6

国民健康保険（直診） 1億 2,228 1 億 3,242 △ 7.7

後期高齢者医療保険 5億 8,423 5 億 3,021 10.2

下 水 道 - 16 億 9,653 皆減

農 業 集 落 排 水 3億 0,120 2 億 9,628 1.7

戸 別 浄 化 槽 3,543 3,291 7.7

霊 園 1,558 2,495 △ 37.6

介 護 保 険 （ 事 業 ） 39 億 6,700 38 億 0,743 4.2

介護保険（サービス） 625 645 △ 3.1

小 計 346 億 8,968 349 億 9,294 △ 0.9

企

業

会

計

水 道

収益的
収入 8億 4,665 8 億 4,727 △ 0.1

支出 8 億 1,161 8 億 2,229 △ 1.3  

資本的
収入 5億 5,669 6 億 4,462 △ 13.6

支出 9 億 5,932 10 億 7,841 △ 11.0

下水道

収益的
収入 11 億 8,446 - 皆増

支出 11 億 3,508 - 皆増

資本的
収入 7億 762 - 皆増

支出 11 億 2,004 - 皆増

小 計
収　入 32 億 9,542 14 億 9,190 120.9

支　出 40 億 2,605 19 億 0,070 111.8

歳入（収入）計 379 億 8,510 364 億 8,484 4.1

歳出（支出）計 387 億 1,573 368 億 9,364 4.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円・％）

令和 2 年度のお金の使い道　当初予算　

当初予算

一般会計歳入

令和 2年度会計別予算

対前年度比 5.7％増

一般会計歳出

   2 月 27 日に、市長から令和 2年度案が提出されました。議会では、予算特別委員会（村田春樹委員長）を設置

して予算の審議を、3 月 9 日、10 日の 2 日間にわたって行いました。その結果、全ての予算案を市長の提案どお

り賛成多数により可決しました。今回決定した令和 2 年度のお金の使い方（予算）と主な事業についてお知らせ

します。

（継続）

●ふるさと寄附金事業

　【事業費：5,496 万 3 千円】　

（継続）

●小学校建設事業

　【事業費：17 億 9,675 万 5 千円】

（継続）

●医療福祉扶助事業

　【事業費：3億 4,038 万 3 千円】

（継続）

● JR 羽鳥駅及び駅前広場整備事業
　【事業費：2億 8,829 万 5 千円】

（継続）

●障害者地域生活支援事業

　【事業費：6,738 万 3 千円】

主な事業　
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令和2年第1回定例会　審議結果等一覧（全35件）

■条例（10 件）

1

  会計年度任用職員制度の

  施行に伴う関係条例の整理

　に関する条例の制定について

　会計年度任用職員制度の施行に伴い、関係条例の整理を行う

　もの
総務 可決

2

  行政組織機構改革に伴う

  関係条例の整理に関する

  条例の制定について

　小美玉市行政組織機構の見直しに伴い、関係条例の整理を行う

　もの
総務 可決

3

　小美玉市下水道事業の設置

　等に関する条例の制定に　

　ついて

　令和2年4月1日から公共下水道事業に地方公営企業法の規定の

　一部、財務適用するため、制定するもの

産業

建設
可決

4

　小美玉市下水道事業の剰余

　金の処分等に関する条例の

　制定について

　令和2年4月1日から公共下水道事業に地方公営企業法の規定の　

　一部、財務適用するため、制定するもの

産業

建設
可決

5
　小美玉市下水道建設基金条

　例の制定について

　令和2年4月1日から公共下水道事業に地方公営企業法の規定の

　一部、財務適用するため、制定するもの

産業

建設
可決

6

　小美玉市任期付市費負担教

　職員の採用、給与及び勤務

　条件等の特例に関する条例

　の制定について

　「小美玉市一般職の任期付職員の採用等に関する条例」の規定

　に基づき採用することができる任期付職員のうち、教職員に

　ついての採用、給与及び勤務条件等の特例を定めるため、制定

　するもの

文教

福祉
可決

7
　小美玉市基金条例の一部を　

　改正する条例について

　道路整備に関する事業の推進に必要な資金を積み立て、事業

　目的に従って処分してきた小美玉市道路整備基金事業が、令

　和元年度をもって完了するため、「小美玉市道路整備基金」　

　を廃止するもの

産業

建設
可決

8
　小美玉市基金条例の一部を

　改正する条例について

　まちづくりに関する事業の推進に必要な資金を積み立て、事

　業目的に従って処分してきた小美玉市まちづくり基金事業が、

　令和元年度をもって完了するため、「小美玉市まちづくり基金」　

　を廃止するもの

産業

建設
可決

9
　小美玉市基金条例の一部を

　改正する条例について

　市民の生活文化の向上のため図書館の図書資料等の充実に必

　要な資金を積み立てることを目的といたしまして、「小美玉市

　図書館図書資料等整備基金」を新たに設置するため、所要の

　改正を行うもの

－ 可決

10
　小美玉市給水条例の一部を

　改正する条例について

　水道法の一部改正により「指定給水装置工事事業者」の指定

　に関して、更新制度が新設されることに伴い、更新手数料の

　額を規定する所要の改正を行うもの

産業

建設
可決

番号 案件名 内　　　容
付託

委員会
審議
結果

　　審議結果



5
議会だより 第 57 号

審議結果

■令和元年度補正予算（11 件）

11
　令和元年度小美玉市一般会計

　補正予算（第5号）

　[補正額]� 1億9,576万8千円

　[補正後額]� 250億1,617万6千円
各委員会 可決

12
　令和元年度小美玉市国民健康保険

　特別会計補正予算（第3号）

　【事業勘定】

　[補正額]� 2億2,756万2千円

　[補正後額]� 55億2,320万3千円

　【診療施設勘定】

　[補正額]� △ 1,346万9千円

　[補正後額]� 1億2,275万5千円

文教

福祉
可決

13
　令和元年度小美玉市後期高齢者医療

　保険特別会計補正予算（第3号）

　[補正額]� △ 　710万3千円

　[補正後額]� 5億3,208万2千円

文教

福祉 
可決

14
　令和元年度小美玉市下水道事業特別

　会計補正予算（第3号）

  [補正額]� △ 4,895万7千円

  [補正後額]� 17億3,184万2千円

産業

建設
可決

15
　令和元年度小美玉市農業集落排水事業

　特別会計補正予算（第3号）

  [補正額]� △ 1,903万8千円

  [補正後額]� 2億7,977万円

産業

建設
可決

16
　令和元年度小美玉市戸別浄化槽事業

　特別会計補正予算（第3号）

　[補正額]� △ 　 20万3千円

　[補正後額]� 3,609万8千円

産業

建設
可決

17
　令和元年度小美玉市霊園事業特別会計

　補正予算（第2号）

　[補正額]� △   889万2千円

　[補正後額]� 2,633万8千円
総務 可決

18
　令和元年度小美玉市介護保険特別会計

　補正予算（第3号）

  [補正額]� 1億2,304万6千円

  [補正後額]� 40億  299万2千円

文教

福祉
可決

19
　令和元年度小美玉市水道事業会計

　補正予算（第3号）

  【収益的支出】

  [補正額]� △ 　229万7千円

  [補正後額]� 8億2,098万1千円

  【資本的収入】

  [補正額]� 4,072万6千円

  [補正後額]� 6億8,535万円

産業

建設
可決

35
　令和元年度小美玉市一般会計

　補正予算（第6号）

　[補正額]� 2,262万1千円

　[補正後額]� 250億3,879万7千円
－ 可決

36
　令和元年度小美玉市下水道事業特別会計

　補正予算（第4号）
　繰越明許費2,783万円を追加補正とするもの － 可決
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　　審議結果

■当初予算（5件）

23

　令和2年度小美玉市農業

　集落排水事業特別会計

　予算

　予算総額3億119万7千円（前年度比：1.7％）
予算

特別
可決

24
　令和2年度小美玉市戸別

　浄化槽事業特別会計予算　
　予算総額3,543万3千円（前年度比：7.7％）

予算

特別
可決

25
　令和2年度小美玉市霊園

　事業特別会計予算
　予算総額1,557万6千円（前年度比：△37.6％）

予算

特別
可決

27
　令和2年度小美玉市水道

　事業会計予算

　【第3条予算】

　　収入額 8億4,665万3千円　 支出額 8億1,160万8千円

  【第4条予算】

　　収入額 5億5,669万2千円　　支出額 9億5,932万円

予算

特別
可決

28
　令和2年度小美玉市下水道

　事業会計予算

　【第3条予算】

　　収入額 11億8,445万8千円 　支出額 11億3,508万4千円

  【第4条予算】

　　収入額  7億762万1千円 　　支出額 11億2,004万円

予算

特別
可決

■その他（6件）

29 　市道路線の認定について
　羽鳥駅周辺整備事業に伴い整備される東西自由通路を

　市道美1649号線として認定するもの

産業

建設
可決

30 　市道路線の廃止について
　用途廃止申請に伴い宮田地区1路線（市道小10584号線）

　の廃止を提案するもの

産業

建設
可決

31
　公の施設の広域利用に

　関する協議について

　小美玉市と水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、茨城町、

　大洗町、城里町及び東海村との間において協定を結んで　  

　いる公の施設の広域利用について、対象施設の変更に伴い、 

　改めて協定を定めるもの

総務 可決

32
　公の施設の広域利用に

　関する協議について

　小美玉市と石岡市、行方市及び茨城町との間において協定を

  結んでいる公の施設の広域利用について、対象施設の変更に

  伴い、改めて協定を定めるもの

総務 可決

33
　土地使用貸借契約の変更

　契約の締結について

　小美玉市医療センターの新病院建設に伴い、土地使用貸借変更

　契約を締結する必要があるため、この案を提出するもの

文教

福祉
可決

34
　工事委託契約の変更契約の

　締結について

　常磐線羽鳥駅 橋上駅舎化及び東西自由通路 新設工事の工事費

　精算に伴い、原契約20億49万6千円に変更額3,456万776円を　

　減額し、変更契約額19億6,593万5,224円として、工事委託契約

　の変更を提案するもの

産業

建設
可決
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審議結果

　

　  
  　
　　　

市村文男議員

　茨城県市議会議長会副会長として

会務の運営と地方自治の伸張および

市政の向上発展に尽くした功績を称

え、茨城県市議会議長会から感謝状

が贈呈されました。

　受賞おめでとうございます。

市村文男議員に感謝状贈呈

※
議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん
。　

総務　不採択

20 

【賛否が分かれた議案等】

No
議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20
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憲
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植
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島　
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男

市
村　

文
男

荒
川  
一
秀

野
村  

武
勝

付託

委員会

審議

結果

１

「最低賃金の大幅引き上げと

中小企業支援策の拡充を求め

る意見書」採択の請願書

請願者　：茨城県労働組合総連合　議長　白石勝巳　　　　　

紹介議員：福島 ヤヨヒ
 

■陳情（1件）

■令和 2年度　当初予算（4件）

20
　令和2年度小美玉市一般

　会計予算

 244億9,600万円 （前年度比：5.7％） 予算

特別
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

21
　令和2年度小美玉市国民

　健康保険特別会計予算

　【事業勘定】

　51億6,170万5千円 （前年度比：△2.6％） 

　【診療施設勘定 白河診療所】

　1億2,228万3千円（前年度比：△7.7％） 

予算

特別
可決 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

22

　令和2年度小美玉市後期

　高齢者医療保険特別会計

　予算

 5億8,423万4千円（前年度比：10.2％） 予算

特別
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

26
　令和2年度小美玉市介護

　保険特別会計予算

　【介護保険事業勘定】

　39億6,699万7千円 （前年度比：4.2％） 

　【介護サービス事業勘定 】

　625万1千円（前年度比：△3.1％） 

予算

特別
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務　不採択
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  令和２年３月定例会

委員会ＱＡ

総　

務

（委 員）

村　田

戸　田

市　村

大　槻

岩　本

谷　仲

　　　小美玉市議会には３つの常任委員会（総務・文教福祉・産業建設）があります。
　　　議員はいずれかの委員会に属し議案審査に当たります。３月定例会の議案審査の概要は
　　　次のとおりです。

常任委員会 Q ＆ A

行
政
組
織
機
構
改
革
に
伴
う  

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問 
  

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
の
構
成

 
 

と
配
置
場
所
は
。

答    

生
涯
学
習
課
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、

   

生
活
文
化
課
で
構
成
さ
れ
る
。

　

 　

配
置
場
所
は
、
生
涯
学
習
課
、
ス
ポ

　

 

ー
ツ
推
進
課
は
、
小
川
総
合
支
所
の
２

   

階
に
配
置
。
生
活
文
化
課
は
四
季
文
化

   

館
を
拠
点
と
す
る
。

問　

福
祉
部
子
ど
も
福
祉
課
が
、
令
和
２

　

年
度
か
ら
教
育
委
員
会
所
管
の
子
ど
も 

　

課
に
な
る
が
配
置
場
所
は
。

答　

 

福
祉
部
子
ど
も
福
祉
課
は
、
玉
里          
   

総
合
支
所
に
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度

   

か
ら
、
教
育
委
員
会
所
管
の
子
ど
も
課   

   

に
変
わ
り
、
小
川
総
合
支
所
２
階
に
配  

   

置
す
る
。

給
水
条
例
改
正

　

問　

 

改
正
の
理
由
と
内
容
は
。

 

　

 

事
業
者
に
と
っ
て
は
負
担
が
増
え
る

改
正
な
の
で
、
関
係
者
に
対
し
て
は

し
っ
か
り
と
し
た
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

   

　

答　

 

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指

定
は
初
回
登
録
の
み
だ
っ
た
が
、
国

の
法
改
正
に
よ
り
５
年
毎
の
更
新
が

義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
本
条
例
に

お
い
て
更
新
手
数
料
を
定
め
る
な
ど

の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

 

産
業
建
設

（委  員）

荒　川

島　田

野　村

田　村

福　島

石　井

水
道
事
業  

 
 

　

問　

 
歳
入
で
新
規
加
入
金
の
増
額
補
正

理
由
は
。

   

　

答　

消
費
増
税
前
の
新
築
等
が
増
え
た

こ
と
に
伴
っ
て
、
水
道
加
入
者
も
増

加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

▲総務常任委員会の様子

▲産業建設常任委員会の現地視察の様子
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委員会ＱＡ

小
中
学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備    

　
　
　

  

問　

小
中
学
校
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

 

ク
整
備
工
事
の
内
容
は
。

   

　

答　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

　

 

沿
っ
た
取
り
組
み
で
、
各
教
室
に
無

  

 

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
を
設
置
し
、
令
和

   



５
年
度
ま
で
を
目
標
に
児
童
・
生

   



徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
端
末

   



が
授
業
等
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
環

 　

境
整
備
。

土
地
使
用
貸
借
契
約
の
変
更

　

          
  

問　

 

土
地
使
用
貸
借
契
約
の
面
積
が
変
更

  
  

に
な
っ
た
理
由
は
。

  

答　

医
療
法
人
財
団
古
宿
会
と
医
療
セ

   


ン
タ
ー
民
間
移
譲
に
係
る
土
地
使
用  

   


貸
借
契
約
を
し
て
い
る
が
、
別
法
人
が

　

 

保
育
施
設
と
薬
局
を
建
設
す
る
こ
と
に

　

 

な
っ
た
た
め
建
設
予
定
地
を
有
償
で
貸

　

 

し
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
。

任
期
付
市
費
負
担
教
職
員  

  

問　

弾
力
的
な
学
級
編
成
の
目
指
す
と
こ

  
 

ろ
は
。

  
 

  

答　

教
職
員
の
数
を
増
や
し
て
少
人
数  

 　

学
級
へ
の
移
行
や
現
場
の
負
担
軽
減
を

　

 

総
合
的
に
目
指
す
。

畜
産
振
興
事
業

　

問　

お
も
て
な
し
記
念
品
、
初
た
ま
ご

記
念
品
事
業
の
実
績
は
。

　

答　

２
月
末
現
在
で
、
お
も
て
な
し
記

念
品
は
１
７
５
９
名
の
方
に
引
換
券

を
配
布
し
、
１
０
７
２
名
の
方
が
引

換
を
し
た
。
初
た
ま
ご
記
念
品
は
、

２
９
２
名
の
方
に
引
換
券
を
配
布

し
、
２
３
６
名
の
方
が
引
換
を
し
た
。

　

意
見　

空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
以
外

で
も
引
換
え
が
出
来
る
よ
う
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

　

※
お
も
て
な
し
記
念
品

　

 

『
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
ま
ち
小
美
玉
』
に
転
入
さ
れ
た 

　

 

方
に
、
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め
た
お
も
て
な
し
と

　

 

し
て
、
ま
た
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト

　

 

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
お
み
た
ま
ヨ
ー
グ
ル

　

 

ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

※
初
た
ま
ご
記
念
品

　

 

『
鶏
卵
日
本
一
』
で
あ
る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

　

 

す
る
た
め
、
ま
た
、
元
気
で
玉
の
よ
う
な
お
子
様

　

 

の
誕
生
を
願
い
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

 

ら
れ
た
方
に
、
初
た
ま
ご
（
産
卵
を
始
め
た

　

 

鶏
が
１
か
月
以
内
に
産
ん
だ
卵
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

文
教
福
祉

（委　員）

木　村

長　津

小　川

長　島

幡　谷

植　木

香　取

特
定
疾
病
療
養
見
舞
金

小
児
慢
性
特
定
疾
病
見
舞
金

　

          

　

問　

減
額
の
理
由
は
、
対
象
者
が
減
っ

　
　

て
い
る
か
ら
か
。

　

答　

対
象
者
は
増
え
て
い
る
が
、
見
込

人
数
よ
り
申
請
者
数
が
少
な
か
っ

た
。
見
舞
金
の
支
給
交
付
に
は
、
市

へ
の
申
請
が
必
要
と
な
る
が
、
特
定

疾
患
の
認
定
申
請
窓
口
は
保
健
所
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
市
で
は
対
象
者

が
把
握
で
き
ず
通
知
が
で
き
な
い
。

現
在
は
、
広
報
紙
へ
年
５
回
ほ
ど
掲

載
し
て
い
る
。 

▲文教福祉常任委員会の様子

常任委員会 Q ＆ A
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委員会ＱＡ

予算特別委員会Ｑ＆Ａ

市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

教
育
・
福
祉
・
医
療

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業    

　

問　

返
礼
品
の
厳
格
化
で
、
寄
附
金
が  

　

  

減
少
し
て
い
る
と
思
う
が
、
ふ
る
さ

 
 
  

と
寄
附
金
が
ピ
ー
ク
の
頃
と
令
和
２

 
 

　

年
度
の
予
算
計
上
の
差
は
ど
れ
く
ら

　
　

い
だ
っ
た
か
。

   　

答　

平
成
29
年
度
が
、
ピ
ー
ク
で
、
寄

附
件
数
が
１
万
６
４
３
５
件
、
寄
附

額
が
１
億
９
０
６
１
万
８
千
円
だ
っ

た
。
本
年
度
の
見
込
み
は
、
寄
附
件

数
約
７
０
０
０
件
で
、
寄
附
額
は
、

１
億
１
０
０
０
万
を
見
込
ん
で
い

る
。
ピ
ー
ク
と
、
比
較
す
る
と
、
約

８
０
０
０
万
円
減
少
。

先
進
技
術
導
入
事
業    

　　

問　

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

   

　

答　

Ｒ
Ｐ
Ａ
実
証
実
験
を
行
っ
た
と
こ

ろ
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
し
た
、
業
務
の
実
証

実
験
の
中
で
、
36
％
の
減
、
Ａ
Ｉ
Ｏ

Ｃ
Ｒ
で
行
う
業
務
に
つ
い
て
は
、
75

％
の
減
で
、
業
務
の
稼
動
時
間
が
短

縮
で
き
た
。

　
　
　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
年
度

は
、
本
格
的
導
入
し
、
単
一
的
な

同
一
業
務
を
繰
り
返
し
行
う
業
務

を
主
体
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

幼
小
連
携
の
推
進 

 
 
 

　

問　

竹
原
小
学
校
内
へ
の
幼
稚
園
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
整
備

工
事
は
。

   　

答　

現
在
、
予
備
教
室
と
な
っ
て
い
る

４
教
室
を
、
２
つ
の
園
児
教
室
、
遊

戯
室
と
職
員
室
に
、
ト
イ
レ
は
幼
稚

園
用
に
改
修
し
、
校
舎
外
の
整
備
で

は
遊
具
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業 

 
 

　

問　

こ
の
事
業
の
対
象
者
に
十
分
に
周

知
さ
れ
て
い
る
か
。

   　

答　

今
後
も
広
報
や
職
員
お
よ
び
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
り
、
必
要
な
方

に
支
給
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
く
。

　　

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は

　

 

作
業
手
順
を
、
操
作
画
面
上
で
登
録
す
る
と
、
ル
ー
ル

   

に
沿
っ
て
、
業
務
が
自
動
的
に
進
ん
で
い
く
。
単
純
作

   

業
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
得
意
で
あ
り
、
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

   

大
幅
な
業
務
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
。



11
議会だより 第 57 号

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
          

　

問　
 

四
季
健
康
館
内
に
設
置
さ
れ
る
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
務
内
容
は
。

　
　

答　

基
本
的
に
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、

ま
た
出
産
後
の
子
育
て
に
関
し
て
の

相
談
業
務
を
行
う
。

小
美
玉
市
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

　

問　

現
在
の
小
美
玉
市
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

状
況
は
。

   　

答　

 

小
美
玉
市
で
は
、
小
川
ニ
ラ
部
会

と
美
野
里
地
区
の
個
人
の
方
が
、
県

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
受
け
て
お
り
、
現

在
、
美
野
里
ニ
ラ
部
会
と
玉
里
レ
ン

コ
ン
部
会
が
認
証
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
意
見　

小
美
玉
市
の
農
業
振
興
の
た
め
に
、

多
く
の
農
業
者
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取

得
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

都
市
建
設
・
産
業
経
済

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業    

　

問　

事
業
内
容
と
市
内
で
の
取
組
状
況
は
。

   　
　

答　

農
地
法
面
の
草
刈
、
水
路
の
泥
上
、

農
道
の
路
面
維
持
の
他
、
植
栽
に
よ

る
景
観
形
成
や
生
態
系
保
全
な
ど
の

農
村
環
境
保
全
活
動
な
ど
、
農
業
資

源
の
質
的
向
上
を
目
的
に
交
付
さ
れ

る
補
助
事
業
。
市
内
で
は
21
地
区
が

取
り
組
ん
で
お
り
、
実
施
地
区
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。　

　

意
見　

地
域
の
小
学
生
と
の
共
同
実
施
や

３
世
代
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
活
動
内
容

の
紹
介
等
を
広
報
し
て
い
た
だ
き
、

事
業
の
更
な
る
利
用
拡
大
に
繋
げ
て

ほ
し
い
。

予算特別委員会Ｑ＆Ａ

　　

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
・
・
・

　

農
業
に
お
い
て
、
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全

　

等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理

　

の
取
り
組
み
の
こ
と
。
こ
れ
を
多
く
の
農
業
者
や
産
地

　

が
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
競
争
力
の

　

強
化
、
品
質
の
向
上
、
農
業
経
営
の
改
善
、
消
費
者
の

　

信
頼
の
確
保
に
繋
が
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

　

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
等
を
取
得
し
た

　

農
産
物
が
、
選
手
村
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
。

　　

※
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
・
・
・

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
、
楽
し
く
子
育
て

　

が
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

　

く
れ
る
窓
口
で
す
。

　
　

子
育
て

出　

産

妊　

娠
←←

・
母
子
健
康
手
帳
発
行

・
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
教
室

・
子
育
て
相
談

・
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

・
産
後
ケ
ア

（
訪
問
、
デ
イ
ケ
ア
、
宿
泊
）

委員会ＱＡ
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皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問します！

し
、
地
域
住
民
ひ
と
り
ひ
と

り
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
中
で
、｢

共
助｣

の
意
識

を
醸
成
し
、
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
。

Ｑ 

農
地
付
空
家
の
流
通
を
促
す

為
、
農
地
５
０
０
０
㎡
以
上
で

な
い
と
現
在
新
規
取
得
が
出
来

な
い
が
、
面
積
の
大
幅
緩
和
を

早
急
に
実
施
し
、
空
家
流
通
を

促
す
と
同
時
に
、
耕
作
放
棄
地

の
一
括
解
消
を
計
る
べ
き
で
は
。

Ａ
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

下
限
面
積
の
引
下
げ
や
特
例

措
置
と
し
て
の
面
積
の
設
定

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
農
地

付
き
空
家
の
課
題
解
消
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ 

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
で
行

政
事
務
の
効
率
化
を
望
む
。

（
災
害
時
の
情
報
収
集
・
不

法
投
棄
監
視
・
観
光
空
撮
・

橋
梁
等
高
架
建
設
物
イ
ン

フ
ラ
点
検
・
基
本
測
量
や
道

路
計
画
・
放
棄
地
の
把
握
）

Ａ 

市
長
公
室
長　

昨
年
２
月

に
薬
剤
の
散
布
な
ど
の
実
演

を
実
施
し
た
他
、
残
土
の
不
法

投
棄
の
調
査
、
確
認
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
。
今
後
も
導
入

に
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ 

次
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
目
標
「
地
方
創
生
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
実
現
に
向
け
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い
て
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

普
及
活

動
を
続
け
な
が
ら
、
立
場
、

組
織
、
領
域
を
越
え
て
協

働
す
る
地
域
の
担
い
手
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削

減
す
る
地
域
づ
く
り
を
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

昨
年
、

国
の
２
０
３
０
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

２
０
１
３
年
度
で
26
％
削
減

す
る
と
い
う
国
民
運
動
に
賛

同
し
、
昨
年
10
月
１
日
に
国

民
運
動
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」

宣
言
都
市
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
向
け
、
引
き
続
き
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
。

Ｑ 

気
候
変
動
へ
の
適
応
を
進

め
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、

防
災
・
減
災
な
ど
へ
の
取
り

組
み
の
推
進
に
つ
い
て
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

各
小
学
校
区
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
の
市
民
参
加

型
防
災
訓
練
の
実
施
を
推
進

木 村　喜 一

市
政
を
質た

だ

す
！

農地付空家の流通促進で集落に活気と潤いを

農業委員会と環境課で即座対応の為、連携強化する

　　一般質問

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

              

    　P12  　木村　喜一　 

　　　P13  　島田 清一郎  

　　　　　　 福島 ヤヨヒ  

　　　P14 　 谷仲　和雄　 　　    

　　　　　　 長津　智之　

　　　P15 　 石井 　 旭　　

　　　　　　 村田　春樹　　

　　　P16 　 田村　昌男　　 

　　　　　 　戸田　見良　　

　　　P17 　 小川　賢治　　 

　　　　　　 植木　弘子　　　　

　　  P18 　 香取　憲一　　 

【質問議員 12 名】（質問順）
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Ｑ 

今
後
発
生
が
予
想
さ

れ
る
関
東
、
東
海
地
震
に

つ
い
て
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

小
美
玉

市
地
域
防
災
計
画
の
第
3

編
で
、
震
災
予
防
計
画
、

震
災
応
急
対
策
計
画
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
震
災
の

備
え
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

台
風
の
直
撃
に
つ
い
て
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

台
風
の

大
型
化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
風
水
害
に
よ
る
災

害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
。
避
難
所
開
設
避
難
勧

告
等
の
発
令
に
つ
い
て
迅

速
な
対
応
を
行
い
市
民
の

安
全
確
保
を
最
優
先
で
取

り
組
む
。

Ｑ 

伝
染
病
の
蔓
延
防
止

に
つ
い
て
。　

Ａ 

危
機
管
理
監　

小
美
玉

市
地
域
防
災
計
画
に
は
、

感
染
症
・
伝
染
病
に
対
す

る
取
る
べ
き
防
疫
体
制
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
災
害

時
に
は
、
こ
れ
に
よ
り
予

防
対
策
を
実
施
す
る
。

Ｑ 

安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

中
学
入
学
時
の
支
援
策
や
、

給
食
費
へ
の
補
助
の
充
実
、

医
療
費
支
援
策
と
し
て
初

診
時
窓
口
負
担
ゼ
ロ
や
、

子
ど
も
の
国
保
税
の
均
等

割
り
税
に
対
す
る
支
援
策

の
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ 

教
育
部
長　

就
学
支
援
に

つ
い
て
は
修
学
旅
行
、
校

外
学
習
費
な
ど
の
保
持
を

行
い
他
の
自
治
体
よ
り
多

く
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
給
食
費
に
つ
い
て
も

他
の
自
治
体
よ
り
安
く
公

費
負
担
も
多
く
実
施
し
て

い
る
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

子
ど

も
の
国
保
税
負
担
に
対
し

て
も
近
隣
の
状
況
を
把
握

し
て
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ 

高
齢
者
も
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
た
め
の
外
出
支

援
策
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る

か
。
高
齢
者
は
難
聴
に
な
り
や

す
い
が
、
難
聴
者
の
補
聴
器

補
助
制
度
は
あ
る
か
。
介
護

認
定
は
ど
う
し
て
受
け
ら
れ

る
の
か
説
明
会
な
ど
を
行
っ

て
欲
し
い
と
の
声
も
あ
る
が
。

Ａ 

福
祉
部
長　

公
共
交
通
会

議
を
3
月
に
行
い
、
市
内
の
循

環
バ
ス
に
つ
い
て
や
、
今
後

の
在
り
方
を
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
も
多
く

高
齢
者
の
生
の
声
を
聴
き
検

討
を
重
ね
て
い
く
。
難
聴
に
つ

い
て
は
障
害
者
認
定
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し

て
い
く
。
介
護
に
つ
い
て
の

周
知
は
相
談
窓
口
な
ど
で
十

分
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

安
全
安
心
な
小
美
玉
市

の
た
め
に
百
里
基
地
で
の
訓

練
状
況
の
把
握
は
で
き
て
い

る
か
。
改
め
て
市
長
に
問
う

が
、
東
海
第
二
原
発
再
稼
働

ス
ト
ッ
プ
宣
言
を
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

百
里

基
地
訓
練
に
お
い
て
は
充

分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、

周
辺
住
民
の
皆
様
の
理
解

を
得
な
が
ら
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

東
海
第

二
原
発
に
お
い
て
は
、
廃

炉
を
求
め
る
請
願
を
採
択

し
て
お
り
、
脱
原
発
を
目

指
す
首
長
会
議
に
加
盟
し
、

ま
た
15
市
町
村
と
安
全
対

策
首
長
会
議
の
中
で
連
携

し
て
い
く
。

安全・安心なまちづくりの備えについて

市民の安全確保を最優先で取り組む

引き続き調査研究をしてまいりたい

福 島　ヤヨヒ

島 田  清一郎

誰もが住み続けられるまちづくりを

Ｑ
災
害
発
生
時
の
体
の
不

自
由
な
人
や
高
齢
者
へ
の

救
援
体
制
に
つ
い
て
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

要
支
援

者
名
簿
に
よ
り
災
害
の
危

険
性
が
あ
る
と
き
は
、
避

難
の
支
援
を
行
う
。
大
き

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
行
政
が
行
う
公
助

の
機
能
が
低
下
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
救
助
、
初
期

消
火
、
要
支
援
者
へ
の
避

難
支
援
な
ど
、
自
助
、
共

助
か
ら
な
る
地
域
の
防
災

力
が
有
効
と
な
る
。

Ｑ 
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
と
今
後
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

道
路
沿

線
や
交
差
点
に
27
台
の
防

犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
は
、
現
在
設
置

し
て
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

効
果
を
ま
ず
、
検
証
し
、

補
助
金
等
の
財
源
確
保
に

取
り
組
み
、
新
た
に
設
置

す
べ
き
場
所
を
、
関
係
機

関
、
警
察
な
ど
と
協
議
し

て
い
く
。

一般質問
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②
市
道
玉
３
１
３
号
線
の

改
良
工
事
に
つ
い
て
。

　

改
良
区
間
は
本
田
材
木

脇
か
ら
、
霞
台
厚
生
施
設

組
合
ま
で
の
生
活
道
路
に

つ
い
て
。

③
市
道
玉
８
１
８
号
線
の

改
良
工
事
に
つ
い
て

　

改
良
区
間
は
、
根
玉
里

常
会
内
の
採
石
敷
道
路

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

道
路

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

区
長
が
地
権
者
及
び
関
係

者
の
承
諾
等
を
と
り
ま
と

め
、
道
路
整
備
要
望
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
事

業
化
へ
向
け
て
協
議
調
整

を
図
る
。

え
る
も
の
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
効
率
的
か
つ
実
践
的
に

運
用
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
（
土
台
）
と
し

て
の
役
割
に
努
め
る
。

Ｑ 

第
4
次
行
革
推
進
に
あ

た
り
行
財
政
改
革
を
総
合
計

画
の
一
つ
の
基
本
施
策
と
し

て
捉
え
、
個
別
施
策
ご
と
の

実
施
項
目
類
の
達
成
度
を
成

果
指
標
に
、
行
革
の
テ
ー
マ

を
抽
出
す
る
方
法
も
選
択
肢

の
1
つ
。

 
こ
の
取
り
組
み
の
下
、
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
で
の
進
行
管
理

に
よ
り
、
よ
り
統
制
の
効
い

た
実
施
計
画
類
に
な
る
も
の

と
考
え
る
が
。

Ａ 

総
務
部
長　

第
4
次
行
革

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
計
画
と
よ
り
整
合
を
取

り
、
更
に
令
和
２
年
度
に

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
基
づ
く
「
公
共
施
設

建
築
物
系
個
別
施
設
計
画
」

も
同
時
に
策
定
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
本
計
画
と
の

整
合
を
図
っ
た
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

Ｑ 

本
市
の
道
路
整
備
状
況

は
、
質
、
量
と
も
十
分
と

は
言
え
な
い
。
地
域
住
民

は
、
生
活
道
路
の
整
備
に

寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。

①
市
道
玉
１
号
線
の
改
修

工
事
に
つ
い
て
。

　

改
修
区
間
は
、
ぺ
ん
て

る
（
株
）
や
丸
玉
産
業
（
株
）

等
が
立
地
し
て
い
る
区
間

で
あ
る
。
工
業
団
地
内
で

交
通
量
も
多
く
、
大
型
車

両
も
通
行
す
る
の
で
路
面

の
痛
み
も
激
し
い
箇
所
で

あ
る
。
打
替
工
事
等
も
踏

ま
え
舗
装
改
修
工
事
を
お

願
い
し
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

工
業

団
地
付
近
は
、
大
型
車
両

や
通
勤
車
両
の
往
来
が
多

数
あ
り
、
路
面
が
損
傷
し

や
す
い
状
況
で
あ
る
。
市

実
施
計
画
を
踏
ま
え
、
国

庫
補
助
要
望
を
し
、
事
業

化
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
。

長 津　智 之

谷 仲　和 雄

Ｑ 

令
和
２
年
4
月
1
日
よ

り
通
学
路
の
設
定
等
の
基
準

に
基
づ
く
通
学
路
の
指
定
が

実
施
と
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
用
は
。

Ａ 

教
育
部
長　

通
学
路
の

設
定
等
に
関
す
る
基
準
と

通
学
路
に
お
け
る
児
童
等

の
安
全
確
保
に
関
す
る
指

針
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年

4
月
1
日
か
ら
各
学
校
で

保
護
者
の
意
見
を
も
と
に

通
学
路
を
設
定
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
優
先
的
に

安
全
を
確
保
す
べ
き
箇
所

に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
と

な
り
、
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
く
通
学
路
の

安
全
確
保
を
効
果
的
に
行

通学路の指定を踏まえ、交通安全プログラムの運用は

地域住民は生活道路の整備に期待が大きい

関係者の承諾を取り事業化へ協議調整する

プログラムに基づき通学路の安全確保を効果的に行う

　　一般質問

　▲プログラムを通し県道の歩道整備
  につながった事例（2月 19 日撮影）

▲市道玉１号線
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Ｑ 

（
仮
称
）
石
岡
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
検
討
経
緯
と
、
小

美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の

関
係
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

Ａ 

市
長　

石
岡
市
医
師

会
エ
リ
ア
で
出
産
で
き
る

医
療
機
関
が
な
く
な
っ
た

こ
と
を
契
機
に
、
医
師
不

足
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
医
療
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
、
石
岡
地
域
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
主
体
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
た

め
「
石
岡
地
域
医
療
計
画
」

を
策
定
し
た
。
今
後
は
、

石
岡
市
に
お
い
て
「
病
院

整
備
基
本
構
想
」
を
策
定

す
る
予
定
。「
小
美
玉
市

医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係

に
つ
い
て
」
は
、（
仮
称
）

石
岡
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

と
の
関
わ
り
と
し
て
、
小

美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
診
察
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
産
科
や
小
児
科
の
入

院
で
の
連
携
が
考
え
ら
れ
、

あ
く
ま
で
も
競
合
し
な
い

範
囲
で
の
医
療
の
充
実
と

い
う
観
点
で
、
連
携
を
図

Ｑ 

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事

業
、
駅
前
広
場
整
備
の
進

捗
状
況
並
び
に
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

今
年

１
月
に
階
段
を
供
用
開

始
す
る
と
と
も
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
公
衆
ト
イ

レ
を
含
め
て
２
月
16
日
に

橋
上
駅
舎
及
び
東
西
自
由

通
路
の
全
面
供
用
を
開

始
。
駅
前
広
場
整
備
の
進

捗
状
況
は
、
橋
上
駅
舎
化

及
び
東
西
自
由
通
路
の
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
施
工
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
工
事
の
仮
囲
い
が

撤
去
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
東

口
、
西
口
と
も
に
、
今
年

度
末
に
は
一
部
の
土
木
工

事
及
び
歩
行
者
通
路
上
屋

工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

Ｑ 

仮
設
駐
輪
場
の
違
法

駐
輪
、
放
置
自
転
車
の
状

況
と
対
応
策
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

仮
設

駐
輪
場
周
辺
の
放
置
自
転
車

は
、
日
中
30
台
か
ら
40
台
程

度
の
自
転
車
が
通
路
へ
放
置

さ
れ
て
い
る
状
況
。
対
応
策

は
、
放
置
自
転
車
禁
止
の
啓

発
活
動
を
は
じ
め
、
定
期
的

な
巡
回
を
行
い
、
自
転
車
の

移
動
を
行
っ
て
い
る
。
通
勤
、

通
学
者
の
異
動
時
期
で
あ
る

３
月
中
に
駐
輪
場
の
一
斉
点

検
を
実
施
し
、
４
月
期
に
撤

去
を
行
う
予
定
。
そ
の
ほ
か
、

駅
周
辺
の
整
備
が
完
了
し
、

新
た
な
駐
輪
場
の
完
成
後
の

利
用
状
況
を
注
視
し
、
具
体

的
な
対
応
策
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ 

新
た
な
駐
輪
場
の
自
転

車
の
収
納
で
き
る
台
数
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

新
た

な
駐
輪
場
に
１
０
０
台
、

現
在
あ
る
仮
設
駐
輪
場
に

１
５
０
台
計
２
５
０
台
程

度
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ 

駐
輪
場
の
一
斉
点
検
の

手
法
と
撤
去
、
処
分
条
件
は
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

一
斉
点

検
の
手
法
は
、
利
用
期
間
調

査
票
を
１
か
月
程
度
、
自
転

車
の
ハ
ン
ド
ル
に
つ
け
、
利

用
の
な
い
自
転
車
に
つ
い
て

は
一
時
預
か
り
と
し
て
保
管

し
、
そ
の
後
に
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
処
分
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て

（仮称）石岡地域医療センターへの関わり方は

産科小児科に限定して支援していく

駅利用者の安全に配慮しながら完成を目指す

村 田　春 樹

石 井 　   旭

羽鳥駅周辺整備事業・駅前広場の進捗状況は

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
お
け
る
市
民
へ
の
安

心
安
全
対
策
対
応
を
伺
う
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

感
染

症
に
関
す
る
正
確
な
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
、
1
月
29

日
よ
り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
に
、
国

の
発
信
す
る
関
連
情
報
の

リ
ン
ク
を
貼
り
付
け
る
等
、

随
時
新
情
報
を
更
新
す
る
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い

方
を
含
め
全
市
民
に
対
す

る
啓
発
と
し
て
、
公
共
施

設
内
に
厚
労
省
発
行
の
手

洗
い
及
び
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
、
ま

た
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の

設
置
を
行
い
、
施
設
を
利

用
さ
れ
る
市
民
に
対
し
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

市
内
循
環
バ
ス
等
の
検
討

状
況
を
伺
う
。　

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

３
月

に
行
う
市
地
域
公
共
交
通

会
議
に
お
い
て
、
市
循
環
バ

ス
の
方
向
性
を
議
論
す
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
再
検
証
す
る

予
定
。

一般質問
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Ｑ 

小
美
玉
市
ま
ち
づ
く
り

構
想
に
つ
い
て
。

①
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
追
加
（
つ

く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

の
活
用
を
追
加
す
べ
き
で
は
）

②
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ

る
小
美
玉
市
発
展
均
衡
化

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
小

川
市
街
地
・
玉
里
地
域
に

も
計
画
の
追
加
を
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

①
コ
ー

ス
再
検
証
や
新
た
な
コ
ー
ス

検
証
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

②
今

後
２
か
年
で
計
画
す
る
中

で
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
す
る
。

【
要
望
】

　

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
の
霞
ヶ
浦
大
橋

か
ら
北
側
コ
ー
ス
を
初
心

者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
コ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
、
そ
の

た
め
の
駐
車
場
・
休
憩
所

高
浜
・
高
崎
、
下
玉
里
地
区
、

小
川
市
街
地
・
空
港
に
つ

な
が
る
コ
ー
ス
も
検
討
願

い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

小
美
玉
市
周
辺
地
域
医
療

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て 

他

Ｑ 

小
美
玉
市
指
定
管
理

施
設
に
つ
い
て
。

①
市
内
教
育
施
設
建
設
時

の
指
定
管
理
運
動
施
設
の

共
用
活
用
に
つ
い
て
。

②
玉
里
学
園
義
務
教
育
学
校

建
設
時
の
運
動
施
設
共
用
活

用
の
配
慮
を
美
野
里
地
区
竹

原
小
で
も
対
応
で
き
る
か
。

③
災
害
緊
急
時
の
指
定
管

理
施
設
の
避
難
所
開
設
に

お
け
る
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ 

総
務
部
長　

①
学
校

活
動
に
お
い
て
、
指
定
管

理
者
と
連
絡
を
密
に
ス

ム
ー
ズ
に
施
設
利
用
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Ａ 

教
育
部
長　

②
長
期
休

み
等
も
活
用
し
な
が
ら
不

都
合
や
リ
ス
ク
を
最
小
限

に
抑
え
な
が
ら
整
備
す
る
。

【
要
望
】

○
学
校
・
保
護
者
の
み
な

さ
ん
と
よ
く
対
話
を
し
な

が
ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ 

総
務
部
長　

③
指
定
管

理
者
と
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
開
設
が
迅
速
に
で

き
る
よ
う
協
議
、
調
整
を

進
め
る
。

戸 田　見 良

マスタープランにある小美玉市発展均衡化を

今後２か年で計画する中で視野に入れながら検討する

Ｑ
防
災
重
点
、
た
め
池
の
調

査
と
管
理
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
。

Ａ
危
機
管
理
監　

平
成
26
年

度
に
た
め
池
の
一
斉
点
検
を

実
施
。
た
め
池
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
の
が
88
箇
所
、

水
が
な
い
池
が
26
箇
所
、
現

況
が
確
認
で
き
な
い
池
が
14

箇
所
だ
っ
た
。
た
め
池
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
池
は
、

周
辺
の
草
刈
や
植
栽
さ
れ
て

い
る
樹
木
の
管
理
は
、
た
め

池
の
水
を
活
用
し
て
い
る
石

岡
台
地
土
地
改
良
区
や
地
元

維
持
管
理
組
合
が
行
っ
て
い

る
。
管
理
の
中
で
大
規
模
な

補
修
や
危
険
箇
所
の
解
消
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

市
が
補
修
工
事
等
を
実
施
。

今
後
も
、
管
理
組
合
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
、
危
険
箇
所

の
解
消
な
ど
適
切
な
施
設
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
市
道
の
排
水
路
の
整
備
、

河
川
の
整
備
や
管
理
を
し
て

い
る
か
。

Ａ
都
市
建
設
部
長　

道
路
整

備
を
行
な
う
中
で
、
側
溝
な

ど
の
排
水
構
造
物
を
設
置
す

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。

道
路
を
舗
装
整
備
す
る
だ
け

で
は
、
路
面
水
等
の
流
末
が

な
い
た
め
、
低
地
に
流
れ
込

ん
で
し
ま
い
、
地
権
者
や
耕

作
者
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
Ｕ

字
型
側
溝
な
ど
の
排
水
路
を

設
置
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
側
溝
の
断
面
寸
法

は
、
雨
量
・
集
水
面
積
・
勾

配
・
排
水
の
目
的
等
の
要
素

を
踏
ま
え
て
設
計
し
て
い
る

が
、
最
小
断
面
は
維
持
管
理

を
考
慮
し
、
縦
30
セ
ン
チ
横

30
セ
ン
チ
に
し
て
い
る
。

　

道
路
改
良
に
伴
う
排
水
路

の
整
備
は
、
地
域
の
地
形
や

周
辺
へ
の
排
水
流
入
の
影
響

な
ど
、
地
域
の
実
情
を
把
握

し
た
排
水
対
策
も
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
が

ら
、
道
路
整
備
に
努
め
る
。

田 村　昌 男

防災重点ため池の調査と管理は

適切な施設管理に取り組む

　　一般質問

▲小川北中学校周辺の梶無川
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Ｑ 

国
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

お
け
る
優
先
分
野
の
う
ち
①
「
あ

ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
推
進
②
「
健

康
・
長
寿
の
達
成
」
③
「
平
和
と

安
全
・
安
心
社
会
の
現
実
」
④
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
推
進
の
体
制
と
手

段
」
の
説
明
を
伺
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長　

①
児
童
虐

待
防
止
で
は
子
育
て
の
不
安
解

消
や
養
育
能
力
等
の
、
相
談
体

制
の
構
築
。
貧
困
対
策
で
は
、

福
祉
・
教
育
分
野
で
民
間
と

連
携
し
、
公
平
な
学
習
機
会
の

提
供
の
た
め
塾
を
開
設
し
て
い

る
。
②
「
生
活
習
慣
病
予
防

事
業
の
充
実
」
で
は
健
康
寿

命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小

を
目
指
し
、
生
活
習
慣
病
の
発

作
予
防
及
び
、
重
症
化
・
再
発

予
防
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

③
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
防

犯
設
備
を
強
化
し
、
地
域
に
お

け
る
自
主
的
な
防
犯
活
動
の
支

援
を
図
っ
て
い
る
。
④
市
広
報

紙
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
啓
発

記
事
を
掲
載
し
、
市
民
が
分
か

り
や
す
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ 

令
和
２
年
度
新
規
事
業
に
つ
い

て
①
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
内

容
は
。
②
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

SDGs の目標に本市の取り組む優先テーマは

国のアクションプランで示されている８つの優先分野において取り組みを推進したい

小 川　賢 治 

ン
策
定
事
業
の
部
分
改
定
作
業
は
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

①
新
ひ
た
ち

野
農
協
ハ
ウ
ス
レ
ン
コ
ン
協
議
会

が
実
施
す
る
レ
ン
コ
ン
栽
培
用
の

低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
８
棟
、

面
積
70
ａ
を
整
備
す
る
も
の
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

②
「
茨
城
空

港
周
辺
」
や
「
県
道
茨
城
空
港

線
沿
い
の
土
地
利
用
構
想
」「
市

道
美
１
６
２
７
号
線
」
に
つ
い

て
よ
り
良
く
改
定
す
べ
き
点
。

Ｑ 

交
通
安
全
対
策
、
高
齢
者
の

急
発
進
抑
制
装
置
に
後
付
け
装
置

の
購
入
、
設
置
費
用
の
一
部
補
助

の
考
え
を
伺
う
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

国
の
状
況
や

県
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

小
美
玉
市
内
高
齢
者
の

運
転
免
許
保
有
者
数
は
。

Ａ 

危
機
管
理
監　

平
成
30
年
65

歳
以
上
総
数
３
６
１
９
２
人
内

９
４
１
３
人
26
％
で
、
４
人
に
１
人

は
65
歳
。

一般質問

Ｑ 

遺
族
の
方
々
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
お
悔
や
み

窓
口
の
開
設
を
求
め
る
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

死
亡

届
提
出
の
窓
口
で
あ
る
市

民
課
、
小
川
総
合
支
所
、
玉

里
総
合
支
所
の
3
課
が
、
市

役
所
に
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
他
課
の
情
報
を
効

率
的
に
把
握
し
、
ご
遺
族
に

提
供
で
き
る
仕
組
み
の
構

築
を
考
え
て
い
る
。
実
証
運

用
を
図
り
、
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
で
き
る
よ
う

改
善
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ 

ゴ
ミ
出
し
支
援
事
業

に
つ
い
て
。

　

高
齢
社
会
が
深
刻
化
し

て
い
く
中
、
ゴ
ミ
出
し
支

援
を
は
じ
め
と
し
た
公
的

な
支
援
、
住
民
間
で
構
築

さ
れ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
見
解
を
伺
う
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

特
別

交
付
税
措
置
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
国
・
近

隣
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま

え
、
市
内
に
お
け
る
高
齢

者
等
の
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
、
関
係
各
課
と
連
携

を
図
り
、
調
査
研
究
を
深

め
る
。

Ｑ 

読
書
活
動
推
進
に
つ

い
て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
の
拡
充
と
し
て
セ
カ

ン
ド
ブ
ッ
ク
・
サ
ー
ド
ブ
ッ

ク
事
業
の
実
施
を
求
め
る
。

Ａ 

教
育
部
長　

「
子
供
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
の
策
定

を
検
討
し
、
財
源
の
問
題
や

時
期
を
含
め
て
検
討
す
る
。

Ｑ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
、

充
実
に
つ
い
て
。

Ａ 

教
育
部
長　

Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に

向
け
て
、
本
補
正
予
算
で

は
、
国
の
補
正
予
算
に
よ

る
補
助
金
を
財
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
予
算
前

倒
し
の
措
置
を
お
願
い
し

て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

肺
炎
へ
の
対
応
に
つ
い
て

・
市
の
相
談
窓
口
、
対
応

・
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
剤
の
備
蓄
と
活
用

・
休
校
に
伴
う
対
応
（
給
食
、

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
）

提供できる仕組みの構築を図る

植 木　弘 子

お悔やみ窓口の開設を求める

  ▲整備が進む市道美 1627 号線
　　　　　　　　　　（江戸地内）

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）・
・
・
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
17
の
国
際
目
標
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Ａ 

保
健
衛
生
部
長　

医
療

セ
ン
タ
ー
は
平
成
31
年
２

月
に
民
間
移
譲
し
た
が
、

地
域
医
療
存
続
の
た
め
に

市
で
は
、
運
営
費
と
し
て

最
大
15
億
円
を
10
年
間
で

分
割
交
付
し
て
い
く
予
定
。

ゆ
え
に
「
小
美
玉
市
医
療

セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
存
続

運
営
評
価
委
員
会
」
を
設

置
し
、
新
病
院
の
運
営
の

あ
り
方
や
交
付
金
の
使
途

及
び
経
営
状
況
等
の
調
査

検
討
を
行
い
、
市
民
に
必

要
な
医
療
が
確
保
さ
れ
要

望
し
て
い
く
。
ま
た
、
多

く
の
皆
さ
ま
が
、
望
ま
れ

て
い
る
訪
問
診
療
系
を
含

め
た
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

香 取　憲 一

Ｑ 

小
川
・
橘
両
小
学
校

の
跡
地
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
。

Ａ 

総
務
部
長　

昨
年
５

月
か
ら
市
で
素
案
を
策

定
。
12
月
ま
で
に
利
活
用

方
針
を
決
定
し
、
具
体
的

計
画
着
手
は
当
初
計
画

よ
り
少
々
遅
れ
て
い
る

が
、
急
傾
斜
地
や
予
算
等

様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
。
閉
校
し
て
か
ら
約

１
年
間
で
両
校
合
計
維
持

管
理
コ
ス
ト
が
３
５
０
万

円
か
か
っ
て
い
る
現
状
で

あ

り
、

ま

ず

は
、

令

和

２
年
度
予
算
に
お
い
て
小

川
小
学
校
の
プ
ー
ル
解
体

（
１
６
２
０
万
円
予
算
）
か

ら
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

【
要
望
】

　

縦
割
を
排
除
し
た
組
織

横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
集
し
、
権
限
を
委
譲
し

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
て
頂
き
た
い
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
関
心
は
非
常
に
高
い
。

Ｑ 

民
間
と
な
っ
た
新
小
美
玉

市
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
今
後
の

関
わ
り
方
と
課
題
に
つ
い
て
。

小学校跡地利活用決定はスピード感を持って

公共施設個別計画のもと連携を強化し進める

　　一般質問

▲小川小学校跡地

◆
視
察
日 

… 

令
和
２
年
２
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
２
月
５
日

◆
議
員

　

市
村
文
男
・
笹
目
雄
一
・
田
村
昌
男

　

石
井　

旭
・
植
木
弘
子
・
木
村
喜
一

　

村
田
春
樹
・
島
田
清
一
郎

◆
研
修
先
・
内
容

　

「
議
会
映
像
配
信
に
つ
い
て
」 　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
京
都
市
会
）

　

こ
れ
ま
で
、
小
美
玉
市
議
会
に
お
い

て
は
議
会
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、

小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
市
民
の
負
託
に
応
え
う
る
開

か
れ
た
議
論
に
基
づ
く
公
平
公
正
な
議

会
を
目
指
し
て
」
議
会
報
告
会
の
開
催

や
、
政
治
倫
理
条
例
の
遵
守
な
ど
の
取

り
組
み
を
段
階
的
に
進
め
て
き
た
。

　

今
後
、
更
に
議
会
改
革
を
加
速
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
議
員
と
し
て
の
見
聞

を
広
め
先
進
地
の
取
り
組
み
を
視
察
・

研
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
運
営

や
行
政
課
題
に
対
し
て
幅
広
い
対
応
力

を
養
う
と
と
も
に
、
信
頼
さ
れ
る
議
会

運
営
に
反
映
す
る
も
の
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
の
議
会
改
革
項
目

で
も
あ
る
「
議
会
映
像
配
信
」
に
つ
い

て
、
京
都
府
京
都
市
会
が
行
な
っ
て
い

る
議
会
映
像
配
信
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
を
行
な
い
、
本
市
議
会
運
営
の

更
な
る
改
革
推
進
に
資
す
る
。

　

京
都
市
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
配
信
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ

ブ
に
よ
る
生
中
継
を
実
施
し
て
お
り
、

多
く
の
市
民
が
手
軽
に
議
会
情
報
を
視

聴
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
早
期
実
施

に
向
け
検
討
す
る
。

  

正
副
議
長

・
委
員
長

　
　

 

議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
　

合
同
視
察
研
修

▼

京
都
府
京
都
市
会
に
て
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いつも感じている事だが、 質

問に対しての回答が明確でない事が多

い。 簡単明瞭な回答を願います。 　　　

　　　　　　　　（羽鳥 ・ 男性）

議員の方々は、実践して今後

どのように市政を改革するか話し合っ

て実行してください。一市民の声です。

　　　　　　　（西郷地・男性）

答えを見つけようと

議会だよりを読み勉強にな

ります。（羽鳥・女性）

　　　

令和２年、小美玉市民の

まちづくり住み良い小美玉市に期

待しております。（幡谷・男性）

第 55 回 プレゼントクイズ
　今回の議会だより第 57 号の中から、 問題を３つ出題します。 正解した方の中から抽選で、 １０名の方に

「キャトル ・ セゾン」 （四季の里内） のお食事券 1,000 円分をプレゼントいたします。 ぜひご応募ください！　

　　問①　 小美玉市の一般会計予算額は、 ○○○億 9,600 万円でした。

　　　問②　 令和 2 年第１回定例会で一般質問した議員は何人？

　　　問③　 令和 2 年度第 2 回定例会は６月○日開会予定。

◇応募方法　　　はがき・FAX などで、住所、氏名、クイズの答えを明記してご応募ください。

　　　　　　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇応募〆切　　　令和 2年 5月 29 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応募先　　   〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　小美玉市役所　議会事務局　宛　FAX ：0299-48-1199  　　                         

　              ☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用しません。

市民の声

 たくさんのご意見、 ご感想ありがとうございました。

主人の仕事の関係で福岡より

小美玉に来て 45 年になりました。 幼い頃の言

葉 （方言） は忘れないのか、 未だに茨城弁には慣れま

せん。 でも、 福岡の言葉より茨城弁のほうが、 暖かみが

あって私は好きです。 住めば都と言いますように、 私に

とって茨城は最高のところです。                   　                   

（山野 ・ 女性）

 　
　　第 54 回クイズの当選者

  
21 通のご応募ありがとうございます。

  

  

　　　

ご当選おめでとうございます！

  

　

　 ※クイズの当選者発表は 個人情報保護の観点より 

　 「地区名・性別」のみの発表とさせて頂き、詳細は

　 お食事券の発送をもって代えさせて頂きます。

　　    　第 54 回クイズの正解

 問①  令和元年第 4回定例会の一般質問した議員

 　　　の人数は、 ○○名でした。　　答え→ [12]

 問②　今定例会で設置された特別委員会の数は

 　　　全部でいくつ？　 　 　　　  答え→ [4]

 問③  小美玉市が加入している一部事務組合・広

       域連合は合わせていくつ？  　答え→ [7]

西郷地・男性 　山　野・女性

幡　谷・男性　 下玉里・女性

羽　鳥 ･男性   幡　谷・男性

上玉里・女性 　山　野・女性

中　台・女性　 田木谷・男性

  　　プレゼントクイズ・市民の声



 

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
不
安
な
日
々
を

お
過
ご
し
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
い
ま
だ
感
染
症
の
拡
大
に
収
束
の
兆
し

が
見
え
ず
、
不
安
は
募
る
一
方
で
す
が
、
事
態

を
正
し
く
知
り
、
一
人
一
人
が
適
切
な
予
防
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
積
み
重
ね
が
感
染

拡
大
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
幡
谷 

好
文
）

編  

集  

後  

記

環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。
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見
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会議の種類 傍聴
モニター

中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

日 月 火 水 木 金 土

31 6/1 2 3 4 本会議
（開会、議案

 説明等）

5 6

7 8 9 10 本会議
（一般質問）

11 本会議
（一般質問）

12 本会議
（一般質問）

13

14 15 
常任委員会

16  
 常任委員会

17  
 常任委員会

18 19 本会議
（報告、採決、  

 閉会）

20

（茨城大学、茨城キリスト教大学、常磐大学の大学生５名が参加）

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

市議会災害対策支援本部設置により支援体制整備

 ＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な

   受付 （氏名・住所等の記入）が必要ですが、６月定

   例会の議会傍聴は新型コロナウイルス感染症拡大防

   止のためご遠慮ください。

  ＊委員会等の詳しい日程については、6月 4日に開催

    する議会運営委員会で協議します。議会事務局まで

    お問い合わせください。

  ＊�定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を

    行っています。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支

    所 1階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自

    由にご覧いただけます（受付は不要）。

議員インターンシップ受け入れ

　議員インターンシップ制度により大学生を受け入

れました。この制度は、若者の政治への興味関心を

喚起することで、若年層の政治離れを抑止し、社会

経験を通した精神的成長を目的としています。参加

した阿部直美さんは、「異業種交流による市民の新

たな繋がりが小美玉市では生まれていると感じた」

と話してくれました。

　新型コロナウイルスの感染拡大

を受け、緊急事態宣言が発令され

たことに伴い、市民の生命または

生活に直接影響を及ぼす緊急時に

機能的な活動を図るため、4 月 8

日小美玉市議会災害対策支援本部

（本部長：笹目雄一議長）を設置し

ました。

　今後は、執行部との情報共有の

強化を図るとともに、執行部が行

う感染拡大防止対策と新たに国が

行う生活支援や経済対策に伴う給

付事業などに対して、適切な支援

体制を整えます。

TEL 0299-48-1111 内
線（

1303）　
FAX 0299-48-1199

URL https
://

gikai
.ci

ty.om
ita

ma.ibar
aki.jp
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